
No.38 平成 21 年
2009

４月 28 日、小浜の海岸で、香り高く、ミネラルをたっぷり
含んだヒジキを収穫（関連記事は P16）



児
島
県
内
の
平
均
が
65
・
４
％
、

本
町
は
平
成
21
年
３
月
末
現
在
で

８
・
９
％
で
す
。
現
在
、
組
織
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
地
域
も
あ

り
、
そ
の
割
合
は
大
き
く
な
る
予

定
で
す
が
、
県
内
で
低
い
状
況
に

は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　

大
規
模
な
災
害
時
に
、
行
政
や

消
防
、
警
察
と
い
っ
た
機
関
が
ど

こ
ま
で
迅
速
な
対
応
が
で
き
る

か
、
そ
の
活
動
に
は
限
界
が
あ
り

ま
す
。
避
難
や
救
助
活
動
が
一
刻

を
争
う
と
き
、住
民
同
士
が
連
携
、

協
力
し
合
っ
て
、
地
域
の
被
害
を

最
小
限
に
抑
え
る
自
主
防
災
組
織

の
活
動
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
中
国
の
四
川
大
地
震

や
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
、
岩
手

北
部
地
震
で
大
き
な
被
害
が
出
ま

し
た
。
本
町
で
も
、
い
つ
大
地
震

が
発
生
し
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。
地
震
だ
け
で
な
く
、
近
年

は
豪
雨
の
回
数
も
増
え
、
水
害
も

同
様
に
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
自
分
の
地
域
は
、
自
分
た
ち

で
守
る
」と
い
っ
た
意
識
を
も
ち
、

自
主
防
災
組
織
の
必
要
性
に
関
心

を
も
っ
て
く
だ
さ
い
。

380

379
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389

自主防災組織の組織率
◆全国平均＝ 69.9％（平成 19 年消防白書） 

◆都道府県別
　１位　静岡県＝ 99.9％
　２位　愛知県＝ 98.3％
　３位　兵庫県＝ 95.9％
◆鹿児島県＝ 65.4％（平成 20 年４月１日現在）

◆県内市町村別
　鹿屋市、西之表市、湧水町など 11 市町村＝ 100％
　鹿児島市＝ 53％
　阿久根市＝ 61.9％
　出水市＝ 53.3％
　長島町＝ 8.9％（県内最下位）

自
主
防
災
組
織
を
立
ち
上
げ
よ
う

　

自
主
防
災
組
織
は
ど
の
よ
う
に
し
て
立
ち
上
げ
る
の
か
。
町
で
は
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
あ
る
自
治
公
民
館
を
母
体
と
し
て
組
織
す
る

方
法
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

　

８
・
９
％
は
本
町
の
自
主
防
災

組
織
の
組
織
率
で
す
。

　

自
主
防
災
組
織
と
は
、
自
治
公

民
館
な
ど
の
単
位
で
つ
く
ら
れ
、

日
ご
ろ
は
防
災
知
識
の
啓
発
や
防

災
訓
練
に
取
り
組
み
、
大
地
震
や

洪
水
な
ど
の
大
規
模
な
災
害
時
に

は
、
避
難
の
誘
導
や
負
傷
者
の
救

出
・
救
護
、
炊
き
出
し
な
ど
を
行

う
組
織
で
す
。

　

組
織
率
は
、
加
入
し
て
い
る
世

帯
数
の
割
合
で
す
。
昨
年
4
月
時

点
で
の
自
主
防
災
組
織
の
組
織
率

は
、
全
国
平
均
が
69
・
9
％
、
鹿

地域の防災力を高める
自主防災組織

葛輪で実施された総合防災訓練
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◎
自
主
防
災
組
織
と
は
？

　

住
民
が
地
域
ご
と
に
団
結
し

て
、
地
域
ぐ
る
み
で
自
主
的
に
防

災
活
動
を
行
う
た
め
の
集
ま
り
で

す
。

◎
な
ぜ
、
自
主
防
災
組
織
が
必
要

な
の
？

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
被
害
は
同
時
多
発
的
に
発
生

し
ま
す
。
消
防
署
な
ど
の
防
災
機

関
や
行
政
な
ど
で
は
十
分
な
対
応

が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
、
住
民
が
協
力

し
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
復
興
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
救

出
さ
れ
た
人
た
ち
の
多
く
が
、
近

所
の
人
々
に
よ
り
救
出
さ
れ
た
と

い
う
報
告
が
あ
り
、
自
主
的
な
住

民
組
織
の
有
効
性
が
改
め
て
認
識

さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
自
主
防
災
組
織
は
ど
う
や
っ
て

つ
く
れ
ば
い
い
の
？

　

自
主
防
災
組
織
は
、
地
域
の
住

民
が
組
織
結
成
に
合
意
し
、
規

約
、
組
織
、
活
動
内
容
を
定
め
る

こ
と
で
成
立
し
ま
す
。

　

地
理
的
条
件
や
生
活
環
境
か
ら

見
て
、
地
域
と
し
て
一
体
性
を
有

す
る
大
き
さ
が
も
っ
と
も
効
果
的

に
活
動
で
き
る
規
模
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
現
在
の
自
治
公

民
館
単
位
で
結
成
す
る
こ
と
が
最

適
で
す
。

　

現
在
、
全
国
で
自
主
防
災
組
織

の
発
足
が
進
ん
で
い
ま
す
。
本
町

で
は
、
平
成
21
年
度
を
「
自
主
防

災
組
織
発
足
促
進
強
化
年
度
」
と

定
め
、
町
内
の
自
主
防
災
組
織
の

発
足
を
促
進
し
ま
す
。

　

昨
年
度
末
か
ら
、
説
明
会
を
実

施
し
、
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

の
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
地
域
で
も
自

主
防
災
組
織
を
発
足
し
ま
し
ょ

う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課
消
防
防
災
係

　
（
東
分
遣
所
内
）

　

℡
（
86
）
０
１
１
９

　

災
害
か
ら
住
民
の
生
命
を
守
る
基
本
と
な
る
も
の
に
、「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」
の
３
つ

が
あ
り
ま
す
。

　
「
自
助
」
は
、
自
分
の
身
は
自
ら
守
る
こ
と
。「
公
助
」
は
行
政
や
消
防
、
警
察
な
ど
の
公

的
機
関
が
守
る
こ
と
。「
共
助
」が
、地
域
の
連
携
で
地
域
を
守
る
自
主
防
災
組
織
の
こ
と
で
す
。

こ
の
３
つ
が
連
携
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
防
災
力
が
高
く
な
り
ま
す
。

非常持出品の用意
　避難するとき、最初に持
ち出すものです。被災地に
救援物資が届くまでに最大
３日かかると言われていま
す。現金や通帳などの貴重
品、非常食、水、携帯ラジ
オ、懐中電灯、応急医薬品
など、家族の人数分用意し、
すぐに取り出せる場所に保
管しておきましょう。
自主的な避難
　危険を感じたら、自主的
に避難しましょう。また、
地震のときに備え、けがを
しないために家具の固定や
置き方を工夫しておきま
しょう。

災害を想定し訓練
　町や消防などでは、河川の増水を想定した水
防訓練や大地震、洪水を想定した防災訓練など
を実施しています。これらは、いざというとき
に的確な対応ができるようにするためのもので
す。

自主防災組織の役割
　平常時には、地震や洪水のハザードマップな
どを使って防災知識の習得や、防災用資材の整
備、人命救助訓練、初期消火訓練といった災害
に備える活動に取り組みます。
　災害時には、人命を守り、災害の拡大を防ぐ
活動をします。救出活動や避難誘導、初期消火
活動、情報の収集や伝達、応急手当などを地域
のみんなで力を合せて行います。

自助

共助

公助

平常時から、一人ひとりが防災への意識
を高めましょう。正しい知識を身につけ、
自分の身の安全は、自分で守ることが大
切です。

町や県をはじめ、公的な機関は住民の生
命や財産を守るため、防災対策の推進に
努めています。災害時には、皆さんの安
全を守ることに全力をあげます。

主体は自主防災組織です。地域の安全は
地域で守ろうと、地域の連帯感を基に、
地域のみんながお互いに助け合って守る
ことです。

防災訓練
汐見で行われた総合防災訓練。水防訓練や避難
訓練などが実施された。

非常持出品の一例
携帯ラジオや懐中電灯、応急医薬品などが入っ
ている。水や非常食なども用意が必要。

救命講習
川床下自主防災会が、心肺蘇生法やＡＥＤの使
用方法などを阿久根地区消防組合職員から指導
を受ける。

長島町防災マップ

住民の生命を守る３つの助
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答
申
の
内
容

　

長
島
町
立
学
校
等
の
規
模
・
配

置
の
在
り
方
検
討
委
員
会
で
は
、

平
成
19
年
11
月
６
日
に
長
島
町
教

育
委
員
会
か
ら
次
の
事
項
に
つ
い

て
検
討
す
る
よ
う
諮
問
さ
れ
た
。

１
町
立
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
の

　

適
正
規
模
に
つ
い
て

２
町
立
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
の

　

適
正
配
置
に
つ
い
て

　

当
委
員
会
で
は
、
20
人
の
メ
ン

バ
ー
に
よ
り
、
２
年
間
に
わ
た
り

年
３
回
ず
つ
計
６
回
の
検
討
を
重

ね
、
そ
の
間
先
進
地
視
察
も
行
っ

た
。

　

学
校
編
成
（
適
正
規
模
・
適
正

配
置
）
に
関
す
る
検
討
結
果
を
次

の
よ
う
に
取
り
ま
と
め
た
。

１
小
・
中
学
校
の
適
正
規
模
に
つ

　

い
て

　
　

学
校
の
活
力
、
教
育
水
準
の

　

維
持
や
充
実
・
発
展
を
図
り
、

　

質
の
高
い
教
育
を
提
供
す
る
と

　

い
う
観
点
か
ら
、
望
ま
し
い

　

小
・
中
学
校
の
規
模
を
次
の
と

　

お
り
と
す
る
。

○
望
ま
し
い
小
・
中
学
校
、
幼
稚

　

園
の
学
級
規
模

１
小
学
校
に
お
い
て
は
、
１
学
級

　

の
児
童
数
は
25
人
～
30
人
程

　

度
、
１
学
年
の
学
級
数
は
ク
ラ

　

ス
替
え
が
可
能
な
２
学
級
以
上

　

が
望
ま
し
い
。

２
中
学
校
に
お
い
て
は
、
１
学
級

　

の
生
徒
は
30
人
程
度
、
１
学
年

　

の
学
級
数
は
免
許
教
科
外
教
科

　

担
任
の
解
消
と
学
習
集
団
の
弾

　

力
的
な
編
成
等
の
た
め
教
員
確

　

保
可
能
と
な
る
１
学
年
３
学
級

　

以
上
が
望
ま
し
い
。

３
幼
稚
園
に
お
い
て
は
、
１
学
級

　

の
幼
児
数
が
21
人
～
30
人
程
度

　

が
望
ま
し
い
。

２
小
・
中
学
校
の
適
正
配
置
に
つ

　

い
て

①
適
正
配
置
に
つ
い
て

　
　

本
町
の
学
校
の
現
状
、
今
後

　

の
児
童
生
徒
数
の
推
移
、
地
理

　

的
条
件
な
ど
か
ら
統
廃
合
を
し

　

て
も
適
正
規
模
に
な
る
こ
と
が

　

見
込
め
な
い
学
校
も
あ
る
。

　
　

そ
こ
で
、
１
の
適
正
規
模
に

　

少
し
で
も
近
づ
け
る
た
め
に
、

　

地
域
の
実
情
等
も
勘
案
し
、
学

　

校
の
適
正
配
置
の
方
針
を
次
の

　

よ
う
に
定
め
、
学
校
編
成
を
進

　

め
て
い
く
。

○
長
島
町
に
お
け
る
小
・
中
学

校
、
幼
稚
園
の
適
正
配
置
の
方
針

１
中
学
校
に
お
い
て
は
、
免
許
教

　

科
外
教
科
担
任
の
解
消
や
学
習

　

集
団
の
弾
力
的
な
編
成
等
の
た

　

め
に
、
１
町
２
校
（
長
島
本
島

　

１
校
、
獅
子
島
１
校
）
に
編
成

　

す
る
。

２
小
規
模
小
学
校
に
つ
い
て
も
望

　

ま
し
い
学
習
環
境
を
確
保
す
る

　

た
め
に
、
１
町
５
校
（
長
島
本

　

島
４
校
、
獅
子
島
１
校
）
に
編

　

成
す
る
。

３
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
望
ま
し

　

い
学
習
環
境
を
確
保
す
る
た
め

　

に
、
１
町
２
幼
稚
園
（
長
島
本

　

島
１
園
、
獅
子
島
１
園
）
と
す

　

る
。

　
　

城
川
内
幼
稚
園
に
つ
い
て
は

　

現
在
園
児
数
７
人
で
あ
り
、
今

　

後
も
増
加
が
見
込
め
な
い
。
ま

　

た
園
児
が
集
団
生
活
を
送
れ
る

　

状
況
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
平

　

成
21
年
度
に
休
園
と
す
る
。
現

　

在
在
籍
し
て
い
る
園
児
に
つ
い

　

て
は
、
希
望
が
あ
れ
ば
卒
園
ま

　

で
鷹
巣
幼
稚
園
に
輸
送
す
る
。

４
編
成
で
き
な
い
獅
子
島
の
学
校

　

に
つ
い
て
は
、
小
・
中
併
設
校

　

と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
１

　

ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
を
図
る
。

５
学
校
編
成
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

　

に
よ
る
通
学
が
可
能
な
範
囲
で

　

検
討
す
る
。

②
適
正
配
置
を
進
め
る
際
の
留
意

　

点
に
つ
い
て

　
　

学
校
の
適
正
配
置
を
進
め
る

　

際
に
は
、
長
島
町
の
子
ど
も
た

　

ち
一
人
ひ
と
り
に
、
よ
り
一
層

　

豊
か
な
教
育
を
充
実
し
た
教
育

　

環
境
の
中
で
受
け
さ
せ
る
こ
と

　

を
重
視
す
る
と
と
も
に
、
長
島

　

町
民
の
期
待
に
応
え
る
新
し
い

　

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
学
校
づ
く

　

り
を
目
指
す
。

　
　

そ
の
た
め
、
次
の
点
に
つ
い

　

て
、
合
意
の
プ
ロ
セ
ス
を
大
切

　

に
し
な
が
ら
、
保
護
者
や
地
域

　

住
民
と
協
議
を
進
め
て
い
く
必

　

要
が
あ
る
。

○
適
正
配
置
を
進
め
る
際
に
留
意

　

す
る
事
項

１
長
島
町
の
新
し
い
時
代
に
ふ
さ

　

わ
し
い
心
豊
か
な
児
童
生
徒
を

　

育
む
魅
力
あ
る
教
育
、
地
域
に

　

開
か
れ
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く

　

り
に
つ
い
て
、
先
進
地
の
取
組

　

事
例
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
推

　

進
し
て
い
く
。

２
通
学
区
域
の
広
域
化
に
係
る
通

　

学
の
利
便
性
お
よ
び
通
学
路
の

　

安
全
性
を
図
る
。

３
学
校
編
成
後
の
新
し
い
学
校
と

　

地
域
社
会
と
の
協
力
体
制
の
再

　

構
築
を
図
る
。

４
学
校
編
成
に
よ
っ
て
生
じ
る
跡

　

地
、
空
き
校
舎
等
を
、
新
た
な

　

文
化
の
拠
点
と
し
て
、
町
長
部

　

局
と
も
連
携
し
て
有
効
利
用
を

　

図
る
。

検
討
委
員
会
か
ら
の

答
申
を
基
に
検
討

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
よ
り
良
い

教
育
環
境
の
創
造
を
目
指
し
、
平
成

19
年
度
に
学
校
関
係
者
や
地
域
住

民
、
学
識
経
験
者
ら
を
交
え
た
「
長

島
町
立
学
校
等
の
規
模
・
配
置
の
在

り
方
検
討
委
員
会
」
を
設
置
。
幼
稚

園
や
小
・
中
学
校
の
適
正
規
模
、
適

正
配
置
な
ど
に
つ
い
て
基
本
的
な
考

え
方
と
具
体
的
な
方
策
を
検
討
し
て

き
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
２
月
に
同
委
員
会
か
ら

答
申
が
提
出
さ
れ
、
今
後
は
、
こ
の

答
申
を
踏
ま
え
て
町
教
育
委
員
会
で

は
、
通
学
区
域
の
見
直
し
や
学
校
の

統
廃
合
な
ど
に
つ
い
て
、
学
校
関
係

者
や
保
護
者
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
の
規
模
や
配
置
の
適
正
化
を

　

近
年
の
少
子
化
の
影
響
な
ど
で
、
本
町
の
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
の
園
児
・
児
童
・
生
徒
は
激
減

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
学
校
が
小
規
模
化
し
て
い
て
、
学
校
の
規
模
や
配
置
に
不

均
衡
が
生
ま
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
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　現在、年金を受給されていて町県民税を納税する義務のあるかたには、年４回、役
場や金融機関などに出向き、町県民税を納めていただいています。この制度の導入に
より、年金を支給する年金保険者が町県民税を年金から引き落とし、町へ直接納入す
ることとなるため、納税の手間が省かれるとともに、町の事務の効率化が図られるも
のと見込まれます。

　町県民税の年金からの引き落とし（特別徴収制度）の導入は、納税方法を変更するものであり、
この制度により新たな税負担が生じるものではありません。

　町県民税の年金からの引き落とし制度へのご理解をよろしくお願いします。

　65 歳以上のかたの年金所得に係る町県民税の納税方法が変わります。
この制度の対象となるのは「４月１日現在、65 歳以上の年金受給者で、
前年中の年金所得に係る町県民税の納付義務のあるかた」です。
　ただし、以下のかたについては、対象となりません。

引き落としの
対象となる年金とは・・・

　老齢基礎年金または昭和 60 年以前の制度による老齢年金、退職年金等
を言います。障害年金および遺族年金などの非課税の年金からは、町県民
税の引き落としはされません。

　引き落としされるのは、年金所得の金額から計算した町県民税額だけで
す。給与所得や事業所得などの金額から計算した町県民税額は、これまで
どおり給与からの引き落とし、または納付書で納めていただくことになり
ます。

　引き落とし開始後、町外への転出、税額の変更、年金の支給停止などが
発生した場合は、引き落としが中止となり、普通徴収（納付書により役場
や金融機関などで納める方法）により納めていただくことになります。

　引き落としの開始は、平成 21 年 10 月支給分の
年金からとなります。そのため、平成 21 年度の町
県民税額のうち半分については、平成 21 年６月と
８月に、これまでどおり納付書で納めていただくこ
とになります。

（例）町県民税の年税額が
　　  ６万円（年金所得だけ）の場合

　◆介護保険料が年金から引き落としされていないかた
　◆引き落とされる町県民税額が老齢基礎年金等の額を超えるかたなど

引き落としされる
住民税額は・・・

引き落としが
中止となる場合は・・・

これまでの納め方
納付書で納める

（普通徴収）

月 6 月 ８月 10 月 １月

税  額 １万５千円 １万５千円 １万５千円 １万５千円

算出方法 １/ ４ １/ ４ １/ ４ １/ ４

年税額の 1/4 ずつ納付書で納めていただいていました。

平成 21 年度の納め方
納付書で納める

（普通徴収）

年金から引き落し

（特別徴収）

月 6 月 ８月 10 月 12 月 ２月

税  額 １万５千円 １万５千円 １万円 １万円 １万円

算出方法 １/ ４ １/ ４ １/ ６ １/ ６ １/ ６

６月と８月は年税額の 1/4 ずつをこれまでどおり納付書で納
めていただきます。10 月・12 月・２月は年税額の 1/6 ずつ
を引き落とします。

平成 22 年度以降の納め方
年金から引き落し

（特別徴収）

月 ４月 6 月 ８月 10 月 12 月 ２月

税  額 １万円 １万円 １万円 １万円 １万円 １万円

算出方法 前年度２月と同じ額
22 年度の年税額の残りの

1/3 ずつ

４月・６月・８月は、前年度の２月の税額と同額を引き
落とします。10 月・12 月・２月は、年税額から４月・６月・
８月の税額を差し引いた残りの税額を引き落とします。

詳しくは、役場へお問い合わせください。
役場税務課町民税係（86）1111　内線 1123・1127

特別徴収制度とは、年金保険者が町県民税を年金か
ら引き落として町へ直接納入することです。

65 歳以上の年金受給者で町
県民税を納税されているか
たにお知らせです。

ながしま 8広報Town_Nagashima  Public  Relations9



平成 21 年度行政連絡員会議

自治公民館連絡協議会

新焼却処分場建設

図１

図２
長島町自治公民館連絡協議会
会　長　濵田　重則

行
政
の
業
務
内
容
な
ど
に
つ
い
て

担
当
課
長
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

行
政
連
絡
員
は
、
地
域
住
民
と

行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
１
年
間

活
動
さ
れ
ま
す
。
各
地
区
を
担
当

す
る
行
政
連
絡
員
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

地区名 氏　　名
田尻 林　　義明

火ノ浦 脇中　清徳
山門野下 増田　義勝
山門野中 宮之原　誠
山門野上 前畑　詔爾

加世堂 加世堂富男
川床下 田中　德光
川床中 山元　　修
川床上 阿多　靖直

小坂 原口　哲彌
杉ノ段 枦元　博昭

梅ノ木山 浦　　正人
牧 岩下　貞志

市来崎 本田　　稔
脇崎 森山　健二
塩追 大迫　英二
赤崎 赤嵜　利夫
山寺 竹山　　巧
上揚 上　　浩展
野中 飯尾　和裕

菅牟田 溝口　拓郎
山中 坂口　幸治
本町 山角　耕三

西 長元　峰男
矢堂 宮路　泰次

宮ノ浦 平野　利夫
伊唐 丸橋　松志
浦底 山下　伊助

福ノ浦 川　　英一 

地区名 氏　　名
桂代 川田　　誠
三船 山上　　諭
薄井 入口　良美
白瀬 赤嵜　友春
本浦 飯田　満穗
葛輪 森枝　速人
片側 池元　純雄

御所ノ浦 坂口　澄夫
湯ノ口 松原　義光

幣串 池田　卓男
平尾中南 松尾　　安

母良木 長山　久義
藤之元 田淵　　健

萩之牟礼 福永　　優
茅屋 宮瀬　和実
浜漉 江口　良夫

北方崎 山下　文夫
犬鹿倉 大迫　政喜
蔵之元 中野　尚允 

小浜 江口　光之
指江 古田　一博
川内 小川　　求

城川内 瀬ノ口良信
唐隈 小田　清光
広野 松原　義彦

潟 山下　　猛
汐見 久保　賢一
馬込 濵田　重則

　

平
成
20
年
度
長
島
町
行
政
連
絡

員
会
議
が
４
月
７
日
、
長
島
町
開

発
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
会
議
に
は
、
町
内
57
地
区

の
行
政
連
絡
員
が
出
席
。
は
じ
め

に
川
添
町
長
か
ら
行
政
連
絡
員
に

辞
令
が
交
付
さ
れ
、
会
議
で
は
、

行政連絡員

　

平
成
20
年
度
の
納
税
功
労
者
表
彰
式

が
４
月
７
日
、
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
26
の
納
税
組
合
長
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
川
添
町
長
が
昨
年
末
の
納

期
限
内
に
完
納
し
た
７
組
合
に
「
優
秀

賞
」
を
、
年
度
内
に
完
納
し
た
７
組
合

に
「
優
良
賞
」、
納
税
に
躍
進
的
功
労

の
あ
っ
た
12
組
合
に
「
努
力
賞
」
を
贈

り
、
こ
れ
ま
で
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し

た
。

　

表
彰
さ
れ
た
納
税
組
合
と
組
合
長
は

次
の
と
お
り
で
す
。

自
公
連
会
長
に
濵
田
氏

　

長
島
町
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
は
４
月
７

日
、
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
で
理
事
会
を
開

催
し
、
新
会
長
に
濵
田
重
則
氏(

馬
込)

を
選
出

し
ま
し
た
。

　

５
月
１
日
に
は
、
同
セ
ン
タ
ー
で
総
会
を
開
き
、

合
併
後
３
年
間
会
長
を
務
め
ら
れ
た
上
傳
氏
を
は

じ
め
、
前
年
度
で
自
治
公
民
館
長
を
勇
退
さ
れ
た

13
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
濵
田
会
長
は
「
少
子
高
齢
化
が
進
む
中

で
、
住
民
の
生
活
を
守
る
に
は
自
治
公
民
館
の
役

割
は
大
き
い
で
す
。
力
を
合
わ
せ
頑
張
り
ま
し
ょ

う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

新
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
会　

長　

濵
田
重
則

◎
副
会
長　

森
枝
速
人

納税組合 納税組合長

市来崎 岩下　喜一

矢堂 宮路　泰次

加世堂 古田　義富

山門野上 淵ノ上正二

杉ノ段 下平　和昭

川床中 中納　武德

牧 牧　　秀文

納税組合 納税組合長

桂代 川田　　誠

本町 上　　　傳

川内 小川　　求

湯ノ口 梅川　　辛

川床上 酒本　照志

蔵之元 田中順一郎

藤之元 田淵　　健

納税組合 納税組合長

赤崎 平　　幹雄

白瀬 赤嵜　友春

汐見 久保　賢一

山門野中 宮之原　誠

片側 藤川　眞澄

御所ノ浦 坂口　澄夫

本浦 橋元　　賢

薄井 入口　良美

塩追 大迫　英二

上揚 蒔元　秀士

三船 山上　　諭

浦底 浦底　信市

納税努力賞
納税に対し顕著に功労のあった組合

納税優良賞
年度内（平成 21 年３月末日）完納

納税優秀賞
納期限内（平成 20 年 12 月末日）完納

　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
で

は
、
周
辺
住
民
の
ご
理
解
と
ご
協

力
の
も
と
、
一
般
廃
棄
物
（
可
燃

ご
み
）
を
環
境
セ
ン
タ
ー
で
適
正

に
処
理
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

今
後
の
維
持
管
理
や
最
終
処
分
場

の
残
余
埋
立
量
の
状
況
か
ら
、
平

成
29
年
度
末
ま
で
に
新
た
な
施
設

の
建
設
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
同
組
合
で
は
新
焼

却
処
分
場
の
建
設
用
地
を
探
し
て

い
ま
す
。
条
件
に
見
合
っ
た
用
地

の
情
報
が
あ
れ
ば
、
同
組
合
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
保
健
衛
生
課
環
境
衛
生
係

　

℡
（
86
）
１
１
１
１

　

内
線
１
１
０
７

　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
総
務
課

　

℡
（
84
）
４
８
１
５

建設予定（候補）地の範囲 現環境センターを中心とした半径 10km 圏内（図１参照）

建設予定施設 一般廃棄物処分場および最終処分場（図２参照）

予定面積 20,000 ㎡（２ha）以上

募集期間 平成 21 年９月 30 日まで

住
民
と
行
政
の
パ
イ
プ
役

↑行政連絡員会議の会議風景

新焼却処分場建設用地を募集

26 納税組合を表彰
平成 20 年度納税功労者表彰式

↑納税功労者に川添町長から表彰状が手渡される
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町立図書館おすすめＢＯＯＫ

町立鷹巣図書館 / 電話 0996(86)1111

図書館に置いてある最新本の中から
おすすめのものをピックアップ。
バラエティーに富んだ
新刊を紹介します。

町立指江図書館 / 電話 0996(88)6500

町
長
動
静
　
４
月

１
日　

辞
令
交
付
式
（
長
島
町
役
場
）

２
日　

日
本
マ
ン
ダ
リ
ン
セ
ン
タ
ー
展
示
園
他
指
定
管
理
者
協
定

　
　
　

締
結
式
（
指
江
庁
舎
）

６
日　

町
内
小
学
校
入
学
式
（
町
内
）

　
　
　

交
通
安
全
・
防
犯
関
係
出
発
式
（
長
島
町
役
場
）

７
日　

行
政
連
絡
員
会
議
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

８
日　

転
入
教
職
員
宣
誓
式
（
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
）

　
　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
開
場
式
（
サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
）

９
日　

県
庁
あ
い
さ
つ
回
り
（
鹿
児
島
市
）

10
‐
11
日　

鹿
児
島
い
ず
み
農
協
バ
レ
イ
シ
ョ
等
販
売
促
進
研
修

（
大
阪
府
）

12
日　

関
西
な
が
し
ま
会
（
大
阪
府
）

13
日　

鹿
児
島
い
ず
み
農
協
果
樹
部
会
総
会

（
鹿
児
島
い
ず
み
農
協
東
事
業
所
）

15
日　

町
自
衛
隊
父
兄
会
総
会
（
太
陽
の
里
）

17
日　

担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
総
会
（
指
江
庁
舎
）

19
日　

獅
子
島
招
魂
祭
（
獅
子
島
）

20
日　

町
消
防
団
幹
部
会
（
消
防
セ
ン
タ
ー
）

22
日　

巡
視
船
る
り
か
ぜ
就
役
披
露
式
（
い
ち
き
串
木
野
市
）

　
　
　

国
分
自
衛
隊
訪
問
（
霧
島
市
）

24
日　

県
政
説
明
会
（
鹿
児
島
市
）

27
日　

地
域
保
健
活
動
連
絡
協
議
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

28
日　

小
浜
休
養
施
設
竣
工
式
（
小
浜
）

30
日　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
（
出
水
市
）

　
　
　

ト
ラ
イ
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
役
員
会
（
町
内
）

島
の
ど
か
風
車
の
ど
れ
も
働
か
ず　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

輪
を
描
く
煙
草
の
け
む
り
長の
ど
か閑

な
り　
　
　

関　

佳
代
美

蛍
烏
賊
地な

い震
の
越
後
に
灯
を
点と

も

す　
　
　
　

筑
前　

初
市

花は
な
あ
ふ
ち樗

山
の
母
校
の
十
五
人　
　
　
　
　
　

淵
脇　
　

護

又
今
年
茅つ

ば
な花

畑
ふ
え
鎌
を
研
ぐ　
　
　
　
　

大
堂　

早
苗

四
月
馬
鹿
体
重
計
の
あ
ら
ら
ら
・
ら　
　
　

迫
口　

君
代

人
の
名
を
忘
れ
や
す
く
て
四
月
馬
鹿　
　
　

山
嵜
加
代
子

沖
合
い
の
あ
ま
た
の
小
舟
こ
の
ひ
と
日
魚
釣
る
る
ら
し
場

所
を
替
へ
ざ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田　

幸
子

竹
の
子
や
若
布
の
初
物
い
た
だ
き
つ
こ
の
島
の
恵
み
老
ひ

て
有
難
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田
キ
ク
エ

行
く
道
の
遠
く
に
耀

か
が
よ

ふ
藤
の
花
う
す
紫
の
匂
ひ
流
れ
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

咲
き
満
つ
る
桜
の
下
に
て
大
群
の
鶴
送
り
つ
つ
胸
あ
つ
く

す
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

映
子

咲
き
さ
か
る
桜
さ
く
ら
に
い
だ
か
れ
る
鷹
巣
城
は
花
の
宴

よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

じ
ゃ
が
薯
は
箱
の
中
に
て
芽
吹
き
を
り
瑞み

ず
み
す瑞

し
く
て
日
毎

伸
び
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

磯
御
殿
の
老
松
に
荒す

さ

ぶ
浜
風
に
在
り
し
の
篤
姫
偲
ば
れ
て

く
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

苔
厚
く
積
ま
れ
置
か
れ
し
石
の
群
古

い
に
し
えの
墓
と
ぞ
暗
き
木

下
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

鵯ひ
よ
ど
りは

鋭
く
鳴
き
つ
つ
飛
び
交
ひ
て
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の

赤
茄
子
つ
つ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

母
の
齢

よ
わ
い

は
る
か
に
越
へ
て
新
し
き
命
身
ご
も
る
孫
と
昼
寝

す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
ノ
下
典
子

隣
り
家
の
薄
紫
の
藤
房
は
雨
後
の
陽
に
映
え
あ
ま
た
揺
れ

を
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

吾
の
名
を
呼
び
捨
て
に
す
る
は
叔
母
ひ
と
り
そ
の
呼
び
捨

て
に
さ
る
る
が
嬉
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
之
内
重
信

じ
ゃ
が
芋
の
出
来
は
如
何
に
と
電
柱
に
止
ま
る
鴉
が
見
お

ろ
し
て
い
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村　

益
信

暖
か
き
日
が
差
す
か
ら
に
遠
回
り
し
て
帰
り
た
り
ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん
こ
着
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
塚　

洋
子

何
と
な
く
親
孝
行
を
し
た
よ
う
な
母
と
お
ん
な
じ
味
に
蕗

煮
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
原
百
合
子

捨
て
ら
れ
し
豊
作
な
り
し
大
根
が
花
を
掲
ぐ
る
首
を
ね
じ

曲
げ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

義
彦

検
尿
の
紙
の
コ
ッ
プ
が
手
の
平
に
六
十
五
才
の
ぬ
く
み
伝

え
来　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
元　
　

司

手
力
を
右
手
に
こ
め
て
立
ち
上
が
る
生
き
る
頼
り
ぞ
手
首

の
力　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　
　

学

俳
句

切
り
通
し
被
さ
る
ほ
ど
の
桜
か
な　
　
　
　

笹
元　

政
美

五
月
雨
の
煙
る
港
や
戻
り
船　
　
　
　
　
　

桐
野　

眞
実

短
歌

我
事
よ
年
取
事
に
弱
る
も
の
仕
事
合
せ
て
成
す
事
な
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

母
見
舞
う
お
国
訛
り
も
な
つ
か
し
く
や
さ
し
さ
あ
ふ
る
里

は
あ
た
た
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

脳
を
活
か
す
生
活
術

茂
木  

健
一
郎  

著

　

毎
日
の
習
慣
で
脳
を
成
長
さ
せ
る
方
法
を
86

通
り
紹
介
し
て
い
ま
す
。
笑
顔
で
過
ご
し
て
い

る
人
は
脳
を
フ
ル
に
使
っ
て
い
る
の
だ
そ
う
で

す
。

イ
ラ
ス
ト
で
学
べ
る
裁
判
員
制
度

裁
判
員
制
度
研
究
会  

編

　

５
月
か
ら
は
じ
ま
る
裁
判
員
制
度
。
裁
判
員

制
度
と
は
な
に
か
、
裁
判
所
の
シ
ス
テ
ム
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
、
イ
ラ
ス
ト
を
用
い
て
分

か
り
や
す
く
説
明
し
て
あ
り
ま
す
。

熱
き
砂
に
裸
足
で
は
ね
て
戯
れ
し
想
い
出
の
浜
に
潮
の
満

ち
く
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

杯
に
い
っ
ぱ
い
程
の
花
見
酒
頂
き
て
足
る
命
と
知
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

赤
土
に
育
て
ら
れ
た
る
じ
ゃ
が
い
も
の
眩
し
き
い
の
ち
両

手
で
拾
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

ヒ
ロ

氏　　名 対象集落名または地区名等
瀨戸　繁盛 田尻・火ノ浦
玉置ヨシヱ 山門野下・山門野中・山門野上
浦　ひろえ 加世堂

田淵　鈴子 川床下・川床中・川床上・小坂・杉ノ段
川床上住宅

山下　幸男 梅ノ木山・ 牧 ・市来崎
森山　健二 脇崎
大迫　英二 塩追
小﨑　一志 赤崎

山野　勝美 山寺・山寺団地・上揚・山中
旧山中団地・本町・ 西 ・矢堂・官公署

清　　弘子 野中・菅牟田・宮ノ浦
冷水　澄夫 伊唐
小田　節子 浦底・福ノ浦・桂代・三船
山下　　忍 薄井
橋元代津美 白瀬・本浦・葛輪
岩下　千春 片側・黒崎
須嵜サチエ 御所ノ浦
小林　和美 幣串・柏栗・立石・平河内
松原　義光 湯ノ口
松尾　　安 平尾中南
長山　久義 母良木
鶴長　千吉 口之福浦
宮瀬　和実 茅屋
山下　文夫 北方崎
大迫由紀子 犬鹿倉
清水カツミ 蔵之元
山中　秀紀 小浜
竹山　幸三 指江・川内・城川内
小田　清光 唐隈
久保　賢一 汐見

○
水
質
検
査
結
果
の
閲
覧

　

水
道
水
の
水
質
検
査
は
、
法
令

等
で
定
め
ら
れ
た
基
準
に
基
づ
い

た
検
査
項
目
や
検
査
頻
度
で
行
っ

て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
に
実
施
し
た
水
道

水
の
水
質
検
査
な
ど
は
、
役
場
水

道
課
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
閲
覧
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
在
ま
で
に
実
施
し
た

水
質
検
査
の
結
果
は
、
す
べ
て
水

質
基
準
に
適
合
し
て
お
り
、
飲
用

水
と
し
て
十
分
な
安
全
性
を
確
保

し
て
い
ま
す
。

○
水
道
使
用
料
徴
収
員

　

町
内
の
水
道
使
用
料
を
集
金
す

る
平
成
21
年
度
水
道
使
用
料
徴
収

員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
徴
収
員
が

訪
問
し
た
際
に
は
、
ス
ム
ー
ズ
な

集
金
が
で
き
ま
す
よ
う
町
民
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

水
道
使
用
料
徴
収
員
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
役
場
水
道
課

℡
（
86
）
１
１
１
１

内
線
２
１
３
１
・
１
２
６
４

水
道
使
用
料
の
集
金
に
ご
協
力
を

■水道使用料徴収員

ながしま 12広報Town_Nagashima  Public  Relations13



INFORMATION

全
国
一
斉

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、

「
全
国
一
斉
特
設
人
権
相
談
」
を
実

施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

○
日
時

　

６
月
１
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
場
所

　

長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　

長
島
町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
本
町
の
人
権
擁
護
委
員

　

山
本
定
満
氏
（
城
川
内
）

　

町
口
昭
弘
氏
（
小
浜
）

　

長
山
久
義
氏
（
母
良
木
）

　

餅
原
美
榮
子
氏
（
川
床
中
）

　

浦
底
和
男
氏
（
浦
底
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局

　

℡
０
９
９
６
（
22
）
２
３
０
０

小
型
船
舶
免
許
の
講
習

　

小
型
船
舶
免
許
更
新
・
失
効
講
習

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

○
期
日
＝
６
月
13
日
（
土
）

○
時
間

　

受
付　

午
後
１
時
30
分
～

　

講
習　

午
後
２
時
～

○
場
所

　

長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

○
対
象

　
　

有
効
期
限
が
１
年
以
内
に
切
れ

　

る
免
許
証
お
よ
び
失
効
し
て
い
る

　

免
許
証

○
当
日
持
参

　
　

海
技
免
状
・
住
民
票
（
本
籍
記

　

載
の
も
の
）・
料
金

○
料
金

　

更
新　

９
、０
０
０
円

　

失
効　

１
５
、０
０
０
円

※
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

入
枝
海
事
事
務
所

　

℡
０
９
９
（
２
８
１
）
７
７
５
３

元
の
庁
舎
で
業
務
開
始

　

出
水
税
務
署
は
、
耐
震
工
事
に
よ

り
仮
庁
舎
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
水
ビ
ル
）
で

業
務
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

工
事
が
終
了
し
た
た
め
、
５
月
25
日

か
ら
元
の
庁
舎
で
の
業
務
を
開
始
し

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署
総
務
課

　

℡
（
62
）
０
２
０
０

歯
の
衛
生
週
間
行
事

　

６
月
４
日
か
ら
10
日
は
「
歯
の
衛

生
週
間
」
で
す
。
こ
れ
に
ち
な
ん
で

出
水
郡
医
師
会
で
は
、地
区
内
の
小
・

中
学
生
に
よ
る
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
展

を
開
催
し
ま
す
。

○
期
日

　

６
月
１
日
（
月
）
～
10
日
（
木
）

○
場
所

　

Ａ
コ
ー
プ
あ
づ
ま
店

　

Ａ
コ
ー
プ
な
が
し
ま
店

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
な
が
し
ま
鷹

　

巣
店

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
郡
医
師
会
公
衆
衛
生
担
当

　
（
徳
森
歯
科
医
院
内
）

　

℡
（
67
）
３
６
０
８

宝
く
じ
文
化
講
演
会

　

平
成
21
年
度
の
宝
く
じ
文
化
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、
女
子

マ
ラ
ソ
ン
で
お
な
じ
み
の
「
有
森
裕

子
さ
ん
」を
講
師
と
し
て
迎
え
ま
す
。

有
森
さ
ん
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
・
ア
ト
ラ

ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
連
続
メ
ダ
リ

ス
ト
で
す
。
講
演
会
は
、
宝
く
じ
の

助
成
に
よ
り
入
場
料
金
は
無
料
で
す

の
で
、
多
数
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

宝
く
じ
文
化
講
演
会
は
、
全
国
各

地
で
地
域
文
化
の
振
興
に
役
立
て
る

と
と
も
に
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
を

行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

○
日
時
＝
７
月
10
日
（
金
）

○
会
場
＝
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル

○
入
場
＝
無
料

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

℡
（
88
）
５
５
１
１

　

内
線
２
２
３
１

体育協会会長に浜氏
　長島町体育協会の評議員会 ( 総会 ) が 4 月 21 日、
文化ホールで開催され、新会長に浜健男氏 ( 宮ノ浦 )
を選出しました。
　合併後 3 年間、旧長島町時代から 8 年間、会長と
して尽力された山口忠氏は今回勇退。この功労をたた
えて表彰されました。
　同協会は本年度新たに水泳部の加入が認められ、全
21 部で活動していくことになりました。新会長の浜
健男氏は「各専門部の活動を盛り上げ、競技力の向上
を図りながらスポーツの底辺を拡大していきたい」と
就任のあいさつをしました。
　新役員は次のとおりです。
◎会　長　浜　健男
◎副会長　下塩見浩、中橋藤七
◎理事長　永岡久利
◎監　事　長元信男、毛利里子

四反田氏が自分史を寄贈
　元長島高校事務長の四反田最治氏から、自分史「こ
しかたの道はふりかえるのみ」が町立図書館に贈呈さ
れました。
　四反田氏は、昭和 45 年から 3 年間、長島高校に勤
務されました。この本には、当時の黒之瀬戸のフェ
リーのことや長島高校合併から新校舎建設のこと、生
徒指導のこと、焼酎島美人のことなど、懐かしい事柄
が 45 ページほど記載されています。特に長島高校の
合併については、記載された書物が少なく、貴重な資
料です。
　鷹巣図書館と指江図書館で読むことができます。

　昨年の第１回に引き続き、今年も去る４月
12 日、第２回関西ながしま会交流会が開催さ
れました。長島町から川添町長、濵上町議会議
長ならびに鹿児島県人会総連合会霜出幹事長ほ
か、ご来賓の皆さま、また関西ながしま会会員
の皆さまと多数のご参席を賜り、にぎにぎしく
も盛大に開催することができました。これもひ
とえに、ご来賓の皆さま、会員ならびに関係各
位の皆さまの絶大なるご厚情の賜物と衷心より
厚くお礼申し上げます。
　神谷副会長の開会宣言にはじまり、会長あい
さつに続き、川添町長のあいさつ、今年は特に
ふるさと納税について力強くあいさつを賜りま
した。我々、関西に在住していても、ふるさと
のことは忘れたことはありません。私たちがふ
るさと納税にて少しでも役に立つことであれば
という想いに会員の皆さまもなられたことと存
じます。
　鹿児島いずみ農協の宮路様から、長島の農業
の近況をあいさつの中でお話を賜りました。本
当に明るくなっていく長島町、新しく美しく
なっていく長島町、また、たくましくなってい
く長島町を皆さまのあいさつの中で会員の皆さ
まもきっと力強く感じられたことと存じます。
　年に一度の交流会ではございますが、ほとん
どの会員のかたが一年ぶりで再会されたことと
思います。こうした年に一度の交流会を開催で
きて本当に良かったと思いつつ、童謡「ふるさ
と」を全員で合唱し、長島町をしのびながら閉
会となりました。
　最後になりましたが、今度の交流会に際しま
しては、長島町役場様、長島研醸様ほか各界の
皆さまより数々のご芳志を頂戴し、厚くお礼申
し上げます。本当にありがとうございました。

こ
し
か
た
の
道
は

ふ
り
か
え
る
の
み

四
反
田  

最
治　

著

長
島
町
体
育
協
会

会　

長　

浜　

健
男

↑出席者の記念撮影

第２回関西ながしま会の報告
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まちの話題My Town Topics
地域の行事や身近な話題、耳よりな情報をお待ちしています。

島のジャガイモは大きい長 障害者支援施設がバレイショ収穫

没者をしのび平和を望む
獅子島招魂祭

量の対前年比は微増収 本町西岸でヒジキ漁

　阿久根市脇本の「あいわの里」障害者支援センター
と出水市高尾野の障害者支援施設「みんなの力」の通
所者らが４月 27 日、赤土バレイショの産地として名
高い本町の指江で収穫に精を出しました。
　この取り組みは就労事業の一環で、町内の住民ボラ
ンティアも協力しました。総勢約 40 人が、機械で掘
り起こしたバレイショを拾い、表面の土をはらって
ケースに詰め込んでいました。
　阿久根市の岡野春輝さん（21）は「長島のジャガ
イモは大きい。作業は楽しいです」と話していました。

　獅子島の恒例行事「獅子島招魂祭」が４月
19 日にあり、地区民ら約 500 人が参加。七
郎山山頂で戦没者をしのんだほか、山頂近く
の広場で小学生の奉納相撲や演芸大会もあり
ました。
　慰霊祭では、遺族や各種団体関係者らが祭
壇に玉串を捧げた後、町遺族会を代表して濵
畑順一さん（小浜）が「いまだに世界各地で
民族紛争や自爆テロなどの行為が続いていま
す。このようなことが一刻も早く終わり、世
界中に平和が訪れることが望まれます」とあ
いさいつしました。
　奉納相撲には獅子島小、幣串小の男子児童
が出場し、ちびっこ力士の好一番に観客から
歓声があがっていました。３人抜きを達成し
た力士は笑顔でこぶしを突き上げ、喜びを体
中で表現していました。

　本町西岸で４月下旬、ヒジキ漁が始まりました。４
月 28 日には干潮の時間帯に、小浜自治公民館の住民
が海岸に繰り出し、かまで黙々とヒジキを刈り取りま
した。
　ヒジキは、海岸近くの岩場の潮間帯に繁茂しますが、
本町では近年、生息状況が悪化しています。北さつま
漁協長島支所によると、今年は前年と大きさは変わら
ず、収量は少し増えたそうです。
　町では西岸地区で、磯やけ藻場の回復とヒジキの生
育不良の原因調査などに取り組んでいます。

↑熱戦を繰り広げるちびっ子力士たち

↓一つずつ丁寧にバレイショを拾い、コンテナにつめる通所者

↑透明度の高い本町西岸でヒジキをとる住民ら

戦

害なく価格も好調
春バレイショの収穫最盛期

6 人赴任  決意新たに４ 転入学校職員宣誓式

霜
　４月から５月にかけて、町内全域で春バレイショの
収穫が最盛期を迎えました。
　今年は霜害を受けたところがほとんどなく、価格も
好調だったため、前半あわてて収穫したバレイショの
サイズが小玉でしたが、後半は例年なみのサイズとな
りました。

　　町内の小・中学校に今春転入した学校職員の宣誓
式が４月８ 日、長島町文化ホールであり、本町の教
育行政の基本方針を学び、決意を新たにしていました。
　このたび転入した学校職員は 46 人。式では転入者
を代表して、鷹巣中学校に赴任した宮里卓也教諭が「職
務とその責任の特殊性を深く自覚し、誠実かつ公正に
職務を執行します」と力強く宣誓しました。

↓４月 19 日、蔵之元の畑でバレイショを収穫する農家

↑田中順一郎教育委員長を前に宣誓する宮里教諭

瀬さん一家が経営方針を文書化宮 農業家族経営協定調印式

視塔や温水シャワーなど完備監 小浜休養施設が完成

　４月 30 日、指江庁舎 2 階大ホールで茅屋の宮瀬久
志さん一家の農業家族経営協定調印式がありました。

宮瀬さん一家は、次男亮太さんが今年 4 月に就農
したことを機会に家族経営協定を結ぶことになりまし
た。式では、大堂定憲副町長、井手初町農業委員会会
長、上原平一北薩地域振興局農林水産部出水支所長が
立会人となり、宮瀬さん一家が協定書に調印。家族で
経営方針を吟味して文書化した協定書を読みあげ、そ
れぞれ今後の抱負を述べて、決意を新たにしました。	

　小浜休養施設が小浜海水浴場に完成し、４月 28 日、
同施設前で約 30 人が参列して竣工式がありました。
　神事のあとテープカットで同施設は一般に開放さ
れ、参列者は施設内に入り、充実した設備を見学しま
した。 同施設は、監視塔やトイレ、更衣室のほか温
水シャワーも設置されています。
　式典後、川添町長は「農林漁業と観光を併合した町
づくりを進める重要な施設が完成しました。地域が潤
うよう活用してほしい」とあいさつしました。

↓調印を終え、記念撮影する宮瀬さん一家と立会人

↑参列者が見守る中、テープカットで盛大に施設を開放
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Nice Sm
ile

（　）内は前月比

Interview

獅子島架橋はみんなの願い
インタビュー

No.

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
等
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

人　口　  11,780( +29)
男　性　　5,656(   +9)
女　性　　6,124( +20)
世　帯　　4,395( +22)

平成 21 年 4 月 30 日現在

片側

小林  和美さん (43)

諸
浦
港
に
て

◇
ど
ち
ら
へ
行
か
れ
ま
し
た
か

　

今
日
は
、
役
場
と
郵
便
局
、
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
島
外
へ
出
る
と
き
は
、
複
数
の

用
事
を
ま
と
め
て
片
付
け
ま
す
。

　

今
、
獅
子
島
に
帰
る
船
を
約
１
時

間
待
っ
て
い
ま
す
。
待
ち
時
間
を
利

用
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
い
い
の
で

す
が
。

◇
架
橋
実
現
の
た
め
に
思
う
こ
と
は

　

獅
子
島
内
の
道
路
が
狭
く
、
大
型

車
両
同
士
の
離
合
が
困
難
で
す
。
島

内
を
一
周
す
る
道
路
だ
け
で
も
広
く

し
て
も
ら
え
れ
ば
、
架
橋
実
現
へ
の

望
み
も
持
て
る
し
、
交
通
量
が
増
え

て
も
大
丈
夫
で
す
。
橋
が
あ
れ
ば
待

ち
時
間
が
無
く
、
い
つ
で
も
出
か
け

ら
れ
ま
す
。
通
行
料
を
払
っ
て
で
も

架
橋
は
実
現
し
て
ほ
し
い
で
す
。

通行料払っても架橋実現を

　

町
内
一
円
を
花
い
っ
ぱ
い
に
す

る
た
め
、
た
く
さ
ん
の
苗
を
育
成

し
ま
す
。
そ
こ
で
、
家
庭
で
不
用

に
な
っ
た
ポ
リ
ポ
ッ
ト
と
ケ
ー
ス

を
集
め
て
い
ま
す
。
ご
協
力
く
だ

さ
る
か
た
は
、
長
島
町
役
場
か
指

江
庁
舎
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

景
観
団
体
に
10
団
体
認
定

　

長
島
町
ふ
る
さ
と
景
観
団
体

に
、
３
月
11
日
に
３
団
体
、
４
月

27
日
に
７
団
体
を
認
定
し
ま
し

た
。

　

協
定
団
体
は
、
主
に
国
・
県
道

沿
い
に
花
壇
な
ど
を
造
成
・
管
理

し
、
花
に
よ
る
町
の
景
観
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

第
26
号　

株
式
会
社
浜
畑
組

　
　
　
　
　

代
表　

古
田　

義
富

第
27
号　

永
岡
設
備
工
業

　
　
　
　
　

代
表　

永
岡　

修
世

第
28
号　

飯
尾
建
設
有
限
会
社

　
　
　
　
　

代
表　

﨑
川　

逸
男

第
29
号　

鹿
児
島
い
ず
み
農
業
協

　
　
　
　

同
組
合　

東
事
業
所

　
　
　
　
　

代
表　

平
田　

親
夫

第
30
号　

丸
久
建
設
株
式
会
社　

　
　
　
　

長
島
支
店

　
　
　
　
　

代
表　

丸
畑　

利
広

第
31
号　

有
限
会
社
三
和
住
設　

　
　
　
　

長
島
支
店

　
　
　
　
　

代
表　

竹
田　

行
成

第
32
号　

有
限
会
社
小　

型
枠

　
　
　
　
　

代
表　

小　
　

秀
徳

第
33
号　

有
限
会
社
福
永
建
設

　
　
　
　
　

代
表　

福
永　

和
寿

第
34
号　

有
限
会
社
木
場
電
気
商
会

　
　
　
　
　

代
表　

木
場　

盛
二

第
35
号　

有
限
会
社
堀
元
電
気
商
会

　
　
　
　
　

代
表　

堀
元　

哲
也

■
編
集
後
記

▽
４
月
16
日
、
田
尻
の
海
岸
に

イ
ル
カ
の
取
材
に
出
か
け
、
30

分
ほ
ど
で
20
ペ
ー
ジ
の
写
真
を

撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
野
生
の
イ
ル
カ
た
ち
が
目

の
前
を
泳
ぐ
姿
に
癒
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
曇

り
空
だ
っ
た
た
め
、
快
晴
と

な
っ
た
翌
日
も
海
岸
へ
繰
り
出

し
ま
し
た
。し
か
し
、半
日
待
っ

て
も
イ
ル
カ
は
現
れ
て
く
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
残
念
。（
濱
口
）

ポ
リ
ポ
ッ
ト
と
ケ
ー
ス
を
集
め
ま
す
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３
月
か
ら
５
月
に
か
け

て
、
黒
之
瀬
戸
に
野
生
の
イ

ル
カ
が
や
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　

こ
の
イ
ル
カ
た
ち
は
一
日

に
数
回
、
東
シ
ナ
海
と
不
知

火
海
を
つ
な
ぐ
黒
之
瀬
戸
を

行
っ
た
り
来
た
り
し
て
い
ま

す
。
数
が
多
い
日
に
は
50
頭

を
超
え
る
イ
ル
カ
た
ち
が
、

連
続
で
飛
び
跳
ね
た
り
、
海

面
か
ら
数
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
舞

い
上
が
っ
た
り
し
て
回
遊
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

水
族
館
と
は
違
っ
た
自
然

の
海
で
、
楽
し
そ
う
に
泳
ぐ

イ
ル
カ
た
ち
を
見
て
い
る

と
、
自
然
の
中
で
動
物
と
の

関
わ
り
を
持
て
る
機
会
は
、

自
然
環
境
や
命
の
大
切
さ
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な

体
験
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

田
尻
港
の
釣
り
客
は
「
最

近
良
く
見
か
け
ま
す
。
お
か

げ
で
魚
が
ま
っ
た
く
釣
れ
ま

せ
ん
」と
嘆
い
て
い
ま
し
た
。

イ
ル
カ
に
逢
え
る

田尻港前を通過し、東シナ海へ帰っていくイルカたち



日 月 火 水 木 金 土

２００９

お知らせカレンダー
広報ながしま６月

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。【○休日当番医、□休日当番薬局、●夜間当番医、■小児科夜間当番医（●・■は 19時～ 22時）】

１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０

７ ８ ９ １０ １１ １２ １３

  ５/３１ ５ ６

２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７

２８ ２９ ３０   ７/１   ７/２   ７/３   ７/４

１ ２ ３ ４
◎肺・大腸がん検診
◎ＭＲ
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

■燃えないごみ・資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（浦底・川床・山門野）
■資源ごみ　　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）
■天ぷら油
（浦底・川床・山門野）

●阿久根市民病院 73-1331 ■こどもクリニック永松 64-1500

○平尾診療所 88-2595
○久木田歯科医院 73-0470

□そうごう薬局 64-8161

□本町薬局 73-3233

■こどもクリニック永松 64-1500

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）

（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

◎心配ごと相談
（保健福祉センター）

（長生園）
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

■出水総合医療センター 67-1611

○飯尾医院 88-5040
○北園歯科医院 64-2151

□メープル薬局 62-9292

□マリン薬局米ノ津店 67-5002

□会営薬局阿久根店 72-5060

■出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えないごみ・資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（浦底・川床・山門野）
■資源ごみ　　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

◎母子相談
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）
■天ぷら油
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●北国医院 72-0016 ■出水総合医療センター 67-1611

○鷹巣診療所 86-0054
○白男川歯科医院 63-0009

□さくらんぼ薬局 68-7000

□むぐみ薬局 82-5551

□緑調剤薬局阿久根店 72-3388

□脇本調剤薬局 75-2215

□長島調剤薬局 64-5555

■出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）

（鷹巣・諸浦）
■びん・有害　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

◎ 1.6 歳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

■二宮医院 62-0167

○長島クリニック88-6405
○よしもと歯科クリニック 75-3333

□いずみ調剤薬局 68-5822

□フタヤ薬局 67-5253

□すくすく薬局 72-5010

□しおかぜ薬局 88--6011

■二宮医院 62-0167

◎三種混合
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

祝日には、国旗を掲げましょう！

◎ＢＣＧ
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）


